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＝中尾保育所＝が完成 

町 の 人 口 

人 口 9,405 人 （減12) 

男 4,505 人 （減5) 

女 4,900 人 （減7) 

世帯数 3,011世帯（増2) 

出生 7人 転入 30人 

死亡 9人 転出 40人 

(55年2月末日現在） 

( ）内は前月との増減 

（中尾保育所落成式・ 3月21日） 

郷土上野焼タイルの使用と2階建て 

長年の夢であった中尾保育所ギこのたび完成し、3月21日（金）午前10時30分から落成式 

酬テわれました。これまで中尾保育所は、地区生活館を保育所として利用してきたもので 

すが、同和対策事業で総工費約1億4,230万円をかけて新園舎力健設されました。 

この新園舎の特徴は、玄関（ホール）と手洗所（便所）に郷土芸能の上野焼タイル（大型共 

同作業場）を使用しており、特に手洗所の外かべには園児たちの下書きした絵をモデルに、 

上野焼製品の廃物を利用して見事に描かれております。又、ここは坂道という地形状態と 

敷地条件の関係から、これにあわせた2階建の工夫がなされ、給食は2階ヘリフトにて配 

膳されるしくみとなっております。この近代的保育所の建設により、今後の保育活動が期 

待されます。なお、保育開始は4月4日から。 
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4 月4日ょり保育開始 

ー中尾保育所新園舎― 

【タイルで描かれた壁絵】 

赤
池
中
尾
地
区
に
、
同
和
対
策
事
業
 

で
約
一
億
四
千
二
百
三
十
万
円
の
保
育
 

所
が
、
去
る
三
月
二
十
一
日
完
成
し
、
 

四
月
四
日
よ
り
保
育
を
開
始
し
ま
す
。
 

こ
の
保
育
所
は
長
年
、
地
区
生
活
館
 

を
利
用
し
て
き
た
も
の
で
、
地
元
父
母
 

の
会
よ
り
新
園
舎
の
建
設
の
要
望
が
な
 

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
地
形
状
態
や
 

敷
地
条
件
等
、
又
財
源
面
の
関
係
か
ら
 

今
日
の
運
び
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
建
物
の
面
積
は
九
七
一
・
一
六
 

パ
け
ル
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
）
 

と
、
今
の
町
内
保
育
所
に
な
い
二
階
建
 

の建一 

と
な
っ
て
お
り
、
定
員
も
一
五
 

〇
人
と
収
か
盆
肥
力
も
大
規
模
な
園
舎
と
 

な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

③
概
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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の
事
故
防
止
と
媛
 

暴
走
運
転
の
絶
滅
に
重
点
 

4
月

6

日
ー
 15 

日
「
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」
 

四
月
六
日
（
日
）
か
ら
十
五
日
（
火
）
ま
 

で
の
十
日
間
、
五
十
五
年
春
の
交
通
安
 

全
県
民
運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
 

こ
の
運
動
の
重
点
目
標
は
、
次
の
四
 

つ
で
す
。
 

①
歩
行
者
、
特
に
新
入
学
（
園
）
児
を
中
 

心
と
し
た
子
供
の
交
通
事
故
防
止
 

②
自
転
車
及
び
原
付
・
自
動
ニ
輪
車
の
 

交
通
事
故
防
止
 

③
青
少
年
の
暴
走
運
転
の
絶
滅
 

里
女
全
運
転
管
理
の
充
実
と
安
全
運
転
 

の
確
保
 

昨
年
一
年
間
の
交
通
事
故
死
者
を
み
 

て
も
、
三
人
に
一
人
が
歩
行
者
で
、
な
 

か
で
も
中
学
生
以
下
の
子
供
と
六
十
歳
 

以
上
の
お
年
寄
り
の
多
い
の
が
目
立
っ
 

て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
自
転
車
お
よ
び
原
動
機
付
き
 

自
転
車
乗
車
中
の
死
者
も
、
前
年
に
比
 

べ
て
そ
れ
ぞ
れ
増
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
 

に
歩
行
者
を
加
え
た
い
わ
ゆ
る
カ
交
通
 

弱
者
4

の
死
者
は
、
全
体
の
約
半
数
を
 

占
め
て
い
ま
す
。
 

一
方
、
死
亡
事
故
を
ド
ラ
イ
バ
ー
の
 

運
転
管
理
の
面
か
ら
見
ま
す
と
、
酒
酔
 

い
運
転
、
無
免
許
運
転
、
ス
ピ
ー
ド
違
 

反
の
ク
交
通
三
悪
）
に
よ
る
も
の
が
」

1 

十
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
の
ぽ
っ
て
い
ま
 

す。 ま
た
、
暴
走
族
に
よ
る
無
謀
運
転
も
 

あ
と
を
た
た
ず
、
こ
れ
の
絶
滅
に
監
視
 

活
動
を
強
化
し
、
暴
走
行
為
を
助
長
す
 

る
要
因
の
除
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

運
転
者
の
方
は
、
交
通
ル
ー
ル
を
よ
 

く
守
り
、
つ
ね
に
カ
ゆ
ず
り
合
う
ク
気
 

持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

急
が
な
い
こ
と
、
を
事
故
防
止
の
第
一
 

と
心
得
て
く
だ
さ
い
。
 

歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
の
み
な
さ
 

ん
、
無
理
な
横
断
や
急
な
飛
び
出
し
は
 

最
も
危
険
で
す
。
と
く
に
、
子
供
と
お
 

年
寄
り
の
い
る
ご
家
庭
は
交
通
ル
ー
ル
 

に
つ
い
て
、
ふ
だ
ん
か
ら
よ
く
話
し
合
 

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
こ
の
運
動
と
あ
わ
せ
て
、
“
昼
 

間
で
も
光
る
ラ
イ
ト
が
身
を
守
る
方
一
一
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映
 

守
 

精
一
杯
の
保
育
を
し
て
い
き
た
い
と
思
 

い
ま
す
。
 

去
る
三
月
に
は
、
こ
の
新
園
舎
で
五
 

十
四
年
度
の
卒
園
児
を
送
り
出
し
ま
し
 

た
。
そ
し
て
四
月
四
日
の
入
園
式
よ
り
 

い
よ
い
よ
新
園
舎
で
の
保
育
が
始
ま
り
 

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
た
く
さ
ん
の
方
 

々
の
真
心
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
こ
の
 

楽
園
を
、
最
大
に
生
か
し
て
、
地
域
に
 

根
ざ
す
保
育
を
充
実
さ
せ
、
社
会
に
役
 

立
つ
子
ど
も
を
育
て
て
い
く
こ
と
こ
そ
 

最
大
の
感
謝
の
し
る
し
か
と
存
じ
ま
す
。
 

今
後
に
む
か
っ
て
職
員
一
同
、
同
和
 

議
 

春
う
ら
ら
か
な
早
春
の
候
、
中
尾
保
 

育
所
の
新
園
舎
が
落
成
し
ま
し
た
。
 

中
尾
保
育
所
の
新
園
舎
建
設
に
当
り
 

ま
し
て
は
、
県
を
は
じ
め
、
町
並
び
に
 

町
議
会
、
部
落
解
放
同
盟
組
織
や
大
勢
 

の
方
々
の
児
童
福
祉
に
対
す
る
深
い
ご
 

理
解
と
ご
協
力
の
も
と
に
、
こ
ん
な
素
 

晴
ら
し
い
、
大
変
見
事
な
園
舎
が
落
成
 

さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
職
員
一
同
心
よ
 

リ
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。
 

こ
れ
か
ら
は
、
八
十
年
代
を
世
界
一
 

素
晴
ら
し
い
新
園
舎
で
、
心
を
新
た
に
 

保
育
開
眼
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。
 

保
育
と
い
う
事
業
は
決
し
て
華
や
か
 

な
成
果
の
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
し
 

て
や
こ
の
手
で
、
こ
の
眼
で
、
成
果
を
 

つ
か
み
、
成
果
を
見
る
こ
と
は
な
い
の
 

で
す
が
、
そ
の
時
そ
の
時
の
子
ど
も
た
 

ち
と
の
出
逢
い
を
大
切
に
受
け
と
め
頭
 

輪
車
前
照
燈
昼
問
点
燈
運
動
が
三
月
す
 

日
（
土
）
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
（
水
）
の
 

十
カ
月
間
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
二
輪
車
は
原
則
と
し
て
全
 

車
昼
間
走
行
中
は
、
前
照
燈
を
点
燈
す
 

る
も
の
で
、
二
五
〇
」
以
上
の
二
輪
車
 

に
あ
っ
て
は
、
下
向
き
の
点
燈
と
す
る
 

も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
昼
間
点
燈
の
効
果
と
し
て
、
一
一
 

輪
車
の
走
行
、
接
近
状
況
が
、
ほ
か
の
 

車
両
の
運
転
者
に
よ
く
判
り
ま
す
。
 

●
左
折
中
の
ま
き
込
み
事
故
が
防
げ
る
。
 

●
進
路
変
更
中
の
事
故
が
防
げ
る
。
 

●
右
折
中
、
出
合
頭
の
事
故
が
防
げ
る
。
 

こ
の
運
動
の
実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
 

結
果
で
は
、
二
輪
車
事
故
が
四
十
パ
ー
 

セ
ン
ト
以
上
減
少
し
ま
し
た
。
 

（
九
州
 

全
域
実
施
中
）
 

奥
永
昭
政
氏
・
中
村
広
瀬
氏
 

田
川
交
通
安
全
協
会
長
表
彰
 

『
交
通
安
全
活
動
に
尽
カ
 

中村さん 

長
年
に
亘
っ
て
田
川
交
通
安
全
協
会
 

に
帰
属
し
、
広
く
交
通
安
全
活
動
に
貢
 

献
さ
れ
た
功
労
が
認
め
ら
れ
、
今
年
の
 

二
月
十
日
（
日
）
午
前
十
時
よ
り
、
田
川
 

交
通
会
館
内
田
川
交
通
安
全
協
会
本
部
 

に
お
い
て
、
田
川
交
通
安
全
協
会
々
長
 

よ
り
本
町
支
部
の
奥
永
昭
政
氏
（
下
高
 

保
育
の
学
習
と
、
同
和
問
題
の
認
識
を
 

深
め
、
今
後
の
保
育
に
役
立
て
て
い
き
 

ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
以
上
に
い
ろ
 

い
ろ
な
方
々
に
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
ご
 

教
示
を
い
た
だ
く
こ
と
が
多
い
こ
と
と
 

思
い
ま
す
が
、
職
員
一
同
心
を
あ
わ
せ
 

ま
こ
と
 
こ
こ
ろ
 

（
誠
・
心
）
を
つ
く
し
て
保
育
に
取
り
 

組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
 

指
導
下
さ
い
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
 

致
じ
ま
す
。
 

新
め
て
赤
池
町
の
多
く
の
方
々
の
保
 

育
事
業
に
対
す
る
よ
り
良
き
ご
理
解
の
 

深
さ
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
保
育
に
専
 

念
出
来
る
こ
と
の
幸
せ
に
感
謝
致
し
ま
 

す。 

父母の会々長 

滝本広子 

中
尾
保
育
所
新
園
舎
完
成
を
心
か
ら
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尾
）
と
中
村
広
瀬
氏
（
上
の
原
）
が
表
 

彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

奥
永
氏
は
昭
和
四
十
二
年
、
中
村
氏
 

は
昭
和
四
十
七
年
か
ら
今
日
ま
で
の
長
 

き
に
亘
り
交
通
安
全
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
 

現
在
、
奥
永
氏
は
田
川
交
通
安
全
協
会
 

赤
池
支
部
の
副
支
部
長
、
中
村
氏
は
同
 

支
部
の
会
計
を
就
任
し
て
お
り
ま
す
。
 

初
段
合
格
お
め
で
と
う
 

目
》
世
良
美
津
子
さ
ん
 

世良さん 

二
月
三
日
（
日
）
、
直
方
市
第
二
中
学
 

校
体
育
館
に
お
い
て
、
筑
豊
地
区
剣
道
 

昇
段
審
査
が
行
わ
れ
、
赤
池
か
ら
中
学
 

二
年
生
の
世
良
美
津
子
さ
ん
（
下
小
路
）
 

が
受
審
し
、
見
事
昇
段
の
栄
に
輝
き
ま
 

し
た
。
お
め
で
と
う
ク
 

老
人
ホ
ー
ム
（
天
郷
荘
）
 

を
慰
間
 

ー
市
場
保
育
所
園
児
た
ち
ー
 

市
場
保
育
所
で
は
、
今
年
も
三
月
一
 

日
（
土
）
午
前
十
時
よ
り
十
一
時
ま
で
老
 

人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
を
慰
問
し
ま
し
た
。
 

毎
年
、
お
ひ
な
祭
り
前
後
に
行
っ
て
 

い
る
慰
間
は
、
今
年
で
も
う
十
二
年
も
 

な
り
、
す
っ
か
り
恒
例
と
な
り
ま
し
た
。
 

今
回
は
、
あ
ざ
み
組
の
園
児
と
父
母
 

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

当
初
は
地
区
の
生
活
館
を
保
育
所
と
 

し
て
出
発
し
、
八
年
目
の
今
、
町
内
で
 

は
一
番
の
マ
ン
モ
ス
保
育
所
の
新
設
と
 

な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
一
年
、
先
生
や
園
児
た
ち
は
少
 

な
か
ら
ず
も
不
便
な
環
境
の
中
で
過
ご
 

さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
、
新
園
 

舎
の
完
成
を
心
か
ら
待
ち
望
ん
で
お
ら
 

れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

子
供
た
ち
の
限
り
な
い
明
日
へ
の
夢
 

と
、
無
限
の
可
能
性
、
そ
し
て
子
供
た
 

ち
の
す
こ
や
か
な
成
長
に
ふ
さ
わ
し
い
 

新
園
舎
の
新
設
に
、
お
骨
折
り
い
た
だ
 

き
ま
し
た
福
祉
会
、
及
び
関
係
各
位
の
 

方
々
の
ご
尽
力
に
深
く
感
謝
し
て
お
り
 

ま
す
。
 

新
園
舎
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
 

設
備
等
の
素
晴
ら
し
さ
に
目
を
み
は
る
 

ば
か
り
で
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
、
子
供
た
ち
が
よ
り
良
 

い
環
境
の
中
で
、
楽
し
い
毎
日
を
過
ご
 

す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、
父
母
の
一
 

人
と
し
て
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
又
、
 

園
長
ほ
か
諸
先
生
方
に
は
、
ご
多
忙
な
 

毎
日
で
大
変
な
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
父
 

母
の
会
も
地
域
の
方
々
の
手
助
け
を
い
 

た
だ
い
て
、
よ
り
以
上
に
ご
協
力
を
さ
 

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 MUI 

J
 

U
 

の
会
役
員
の
皆
さ
ん
が
慰
間
し
た
も
の
 

で
、
集
会
所
の
広
間
に
は
元
気
な
お
顔
 

の
お
年
寄
り
が
大
熱
」
」
木
ま
っ
て
き
て
、
 

子
供
た
ち
が
心
を
こ
め
て
作
っ
た
「
幸
 

福
の
鈴
人
形
」
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
に
 

し
て
、
鈴
を
な
ら
し
て
み
た
り
、
お
互
 

い
に
見
せ
合
っ
た
り
し
て
大
変
喜
ん
で
 

い
ま
し
た
。
 

又
、
「
わ
ら
べ
歌
」
を
う
た
っ
た
り
、
 

「
ず
い
ず
い
ず
っ
こ
ろ
ば
し
」
や
「
あ
 

や
と
り
」
を
し
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
 

過
ご
し
ま
し
た
。
 

お
年
寄
り
も
昔
を
想
い
出
し
て
、
 
一 

生
懸
命
あ
や
と
り
を
す
る
表
情
は
、
本
 

当
に
生
き
生
き
と
し
て
お
り
、
お
年
寄
 

り
も
子
供
た
ち
に
得
意
な
歌
を
う
た
っ
 

て
聞
か
せ
た
り
、
昔
話
を
し
た
り
し
て
 

大
変
活
気
に
満
ち
た
姿
に
、
父
母
の
会
 

役
員
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
「
赤
池
小
唄
」
 

や
「
炭
坑
節
」
を
レ
コ
ー
ド
に
あ
わ
せ
 

て
踊
っ
た
り
し
て
大
変
貴
重
な
日
で
し
 

た。 来
年
は
、
も
っ
と
昔
の
お
話
を
聞
か
 

せ
て
も
ら
お
う
と
、
 

「
お
じ
い
さ
ん
、
 

お
ば
あ
さ
ん
、
元
気
で
ね
。
又
来
年
会
 

い
ま
し
ょ
う
」
と
、
子
供
た
ち
も
満
足
 

そ、 

に
天
郷
荘
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。
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無鷲鷲綴鶏議驚鷺 新
年
度
予
算
な
と
 24 

議
案
可
決
 

一
 3 月定例町議会 一
 

た
め
、
同
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
 

〇
現
委
員
太
田
敏
生
氏
が
五
十
五
年
 

三
月
ニ
十
九
日
、
加
治
馨
氏
が
五
十
五
 

年
三
月
三
十
一
日
を
以
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
 

任
期
満
了
と
な
っ
た
た
め
、
両
氏
が
再
 

任
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
昭
和
五
十
五
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

予
算
 

〇
昭
和
五
十
五
年
度
の
歳
入
歳
出
予
 

算
の
状
況
は
次
表
の
と
お
り
で
、
本
年
 

度
予
算
総
額
は
三
十
二
億
四
十
万
円
で
 

前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
十
二
・
五
 

督
と
大
幅
な
減
額
予
算
と
な
っ
て
い
ま
 

す。 

59,597(1.9%) 
75,191(2.3%)

71. 463(2. 2%) 
、 54
 

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
・
条
例
の
改
正
 

／
町
道
の
廃
止
と
認
定
・
財
産
の
取
得
と
処
分
な
ど
 

三
月
定
例
町
議
会
は
、
三
月
十
二
日
 

か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
二
十
日
間
 

に
わ
た
っ
て
開
か
れ
、
新
年
度
予
算
を
 

は
じ
め
、
二
十
四
議
案
を
可
決
し
ま
し
 

た。 
一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、
総
額
で
 

三
十
二
億
四
十
万
円
で
、
こ
れ
は
昨
年
 

度
当
初
予
算
に
比
べ
十
二
・
五
智
減
と
 

大
幅
な
減
額
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

,
 

ー

 

、J
一 

つ×、 

t 

、

！

 

《
主
な
経
費
の
内
訳
》
 

③
同
和
対
策
事
業
（
三
億
八
千
六
百
五
 

十
ニ
ガ
四
千
円
）
 

※
同
和
対
策
事
業
費
（
下
排
水
路
改
 

良
工
事
、
防
火
水
槽
設
置
工
事
）
 

※
 

農
業
振
興
同
和
対
策
費
（
か
ん
が
い
施
 

設
工
事
、
た
め
池
改
良
工
事
、
農
道
改
 

良
工
事
、
農
業
水
路
改
良
工
事
、
農
機
 

具
購
入
）
 

※
同
和
地
区
道
路
橋
梁
費
 

※
同
和
進
学
奨
励
金
入
学
支
度
金
就
 

職
支
度
金
 
※
同
和
教
育
助
成
金
 
※
 

同
和
教
ム
星
貝
 

※
同
和
教
育
事
業
費
等
 

③
失
業
対
策
事
業
（
七
億
二
千
四
百
三
 

十
三
万
六
千
円
）
 

※
一
般
失
業
対
策
事
業
費
 
※
緊
急
 

本
年
度
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
 

共
に
極
度
の
赤
字
財
政
で
あ
り
、
こ
の
 

ま
ま
で
は
必
然
的
に
赤
字
準
用
団
体
の
 

指
定
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
現
状
と
な
っ
て
 

お
り
、
本
年
度
を
初
年
度
と
し
て
一
般
 

会
計
、
特
別
会
計
共
に
五
カ
年
計
画
で
 

再
建
で
き
る
よ
う
真
剣
に
取
り
組
ん
で
 

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

よ
っ
て
本
年
度
は
、
同
和
対
策
事
業
 

就
労
対
策
事
業
費
 
※
産
炭
地
域
開
発
ざ
 

就
労
事
業
費
 
※
特
定
地
域
開
発
就
労
 

事
業
費
 

③
公
営
住
宅
建
設
事
業
（
二
億
一
千
六
 

百
七
万
二
千
円
）
 

※
同
和
向
公
営
住
宅
建
設
四
十
戸
 

③
災
害
関
連
事
業
（
一
千
九
百
十
五
万
 

九
千
円
）
 

※
ボ
タ
山
防
災
事
業
費
 

▼
昭
和
五
十
五
年
度
赤
池
町
国
民
健
康
 

保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
予
算
 

〇
予
算
総
額
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
一
 

億
七
千
九
百
二
十
四
万
一
干
円
 

▼
昭
和
五
十
五
年
度
赤
池
町
住
宅
新
築
 

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算
 

〇
予
算
総
額
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
 

億
九
千
ニ
白
七
十
八
カ
六
千
円
 

▼
昭
和
五
十
五
年
度
赤
池
町
地
域
開
発
 

事
業
特
別
会
計
予
算
 

〇
予
算
総
額
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
 

億
二
干
二
十
三
万
円
 

▼
昭
和
五
十
五
年
度
赤
池
町
上
水
道
事
 

業
会
計
予
算
 

〇
収
益
的
収
入
及
び
支
出
予
定
額
そ
 

れ
ぞ
れ
一
億
六
千
七
百
二
十
八
万
七
千
 

円
、
資
本
的
収
入
一
千
円
、
支
出
六
百
 

六
万
八
千
円
 

▼
昭
和
五
十
五
年
度
赤
池
町
立
病
院
事
 

業
特
別
会
計
予
算
 

〇
収
益
的
収
入
及
び
支
出
予
定
額
は
 

収
入
四
億
五
千
五
百
三
十
六
万
三
千
円
、
 

支
出
四
億
五
千
四
十
ニ
万
八
千
円
、
資
 

本
的
収
入
三
千
円
、
支
出
八
百
三
十
一
一
 

カ
七
千
円
 

▼
赤
池
町
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
 

を
除
き
、
目
玉
事
業
を
さ
け
、
単
独
事
 

業
を
圧
縮
し
て
国
県
補
助
の
見
透
し
の
 

な
い
事
業
は
除
い
て
お
り
ま
す
。
福
祉
 

行
政
に
つ
い
て
も
現
行
制
度
よ
り
後
退
 

し
な
い
よ
う
心
掛
け
て
い
く
考
え
で
あ
 

り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
内
需
を
中
心
と
す
る
景
 

気
の
動
向
よ
り
も
、
財
政
再
建
を
眼
目
 

と
し
て
徹
底
し
た
歳
出
の
切
り
つ
め
を
 

行
う
こ
と
を
基
盤
と
し
て
本
年
度
予
算
 

の
編
成
が
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
 

な
お
、
財
政
再
建
に
あ
た
り
、
町
財
 

政
を
正
常
化
す
る
た
め
、
当
分
の
間
、
 

住
民
の
協
力
を
是
非
お
願
い
し
、
手
数
 

料
、
使
用
料
等
の
若
干
の
負
担
を
お
願
 

い
し
、
少
し
で
も
町
負
担
の
軽
減
を
は
 

か
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

《
内
容
は
次
の
と
お
り
》
 

▼
昭
和
五
十
四
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
 

〇
補
正
額
一
億
六
千
七
百
四
十
四
万
 

五
千
円
 
o
予
算
総
額
五
十
二
億
六
千
 

八
百
六
十
一
万
四
千
円
 

▼
昭
和
五
十
四
生
毒
図
赤
池
町
住
宅
新
築
 

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
 

〇
補
正
額
二
千
七
百
二
十
二
万
円
 

〇
予
算
総
額
三
億
一
千
八
百
四
万
七
千
 

円
 

▼
昭
和
五
十
四
」
止
詐
戻
赤
池
町
地
域
開
発
 

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
 

〇
補
正
額
四
千
九
百
四
十
八
万
三
千
 

円
 
〇
予
算
総
額
八
千
八
百
二
十
九
万
 

四
千
円
 

、，マ 

〇
現
委
員
が
一
名
欠
員
の
た
め
、
小
 

松
宏
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
町
有
財
産
取
得
に
つ
い
て
 

o
赤
池
町
工
場
団
地
用
地
（
戸
瀬
ケ
 

谷
）
で
町
土
地
開
発
公
社
所
有
分
を
、
 

赤
池
町
が
買
収
す
る
に
あ
た
り
、
議
会
 

の
同
意
を
得
ま
し
た
。
 

▼
町
有
財
産
処
分
に
つ
い
て
 

〇
赤
池
町
工
場
団
地
用
地
（
片
志
槻
ケ
 

谷
）
の
一
部
を
地
域
振
興
整
備
公
団
に
 

売
却
す
る
に
あ
た
り
、
議
会
の
同
意
を
 

得
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
 

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
 

正
す
る
条
例
の
制
定
 

〇
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
に
 

基
づ
い
て
、
議
会
議
員
の
報
酬
が
改
正
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
昭
和
五
十
四
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
 

〇
補
正
額
二
億
六
千
三
十
九
万
五
千
 

円
 
〇
予
算
総
額
五
十
五
億
二
千
九
百
 

九
千
円
 

報
告
、
請
願
、
陳
情
、
決
議
 

▼
昭
和
五
十
四
年
事
務
監
査
報
告
 

▼
昭
和
五
十
四
年
事
務
報
告
 

▼
財
政
再
建
計
画
書
の
報
告
 

▼
失
対
事
業
制
度
の
再
確
立
、
失
業
者
 

の
就
労
と
生
活
保
障
に
つ
い
て
の
請
願
 

▼
「
定
年
延
長
の
促
進
に
関
す
る
決
議
 

」
に
関
す
る
請
願
 

▼
石
炭
関
係
諸
法
の
大
幅
な
期
限
延
長
 

に
関
す
る
決
議
 

▼
歳
計
現
金
預
入
先
指
定
 

〇
例
年
ど
お
り
の
取
扱
い
金
融
機
関
 

の
指
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

▼
赤
池
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
 

改
正
す
る
条
例
の
制
定
 

▼
赤
池
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
 

条
例
の
制
定
 

▼
赤
池
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
 

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

の
制
定
 

〇
い
ず
れ
も
諸
物
価
の
上
昇
及
び
社
 

会
一
般
の
実
情
に
か
ん
が
み
、
手
数
料
 

等
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
 

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
 

〇
国
保
運
営
協
議
会
の
諮
問
に
よ
り
 

近
隣
町
村
の
動
向
に
併
せ
て
、
郡
内
統
 

一
し
て
助
産
費
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
町
道
路
線
の
廃
止
 

〇
上
野
橋
の
新
設
に
よ
り
、
旧
赤
池
 

橋
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
町
道
路
線
の
認
定
 

〇
町
道
八
路
線
の
新
設
に
よ
る
町
道
 

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
財
産
の
無
償
貸
付
け
 

〇
福
岡
県
失
業
対
策
事
業
で
町
公
共
 

施
設
内
の
整
備
を
行
う
た
め
、
そ
の
現
 

場
施
設
の
敷
地
と
し
て
、
田
川
失
業
対
 

策
事
務
所
に
町
有
財
産
で
あ
る
中
町
地
 

区
の
一
部
の
土
地
が
無
償
貸
付
け
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
 

委
員
の
選
任
 

〇
現
委
員
稲
垣
力
氏
が
五
十
五
年
四
 

月
一
日
を
以
っ
て
任
期
満
了
と
な
っ
た
 

J
 

▼
北
九
州
財
務
局
存
置
に
関
す
る
陳
情
 

以
上
七
件
、
い
ず
れ
も
採
択
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

☆
 

1
日
（
火
）
 

2
日
（
水
）
 

5
日
（
土
）
 

7
日
（
月
）
 

8
日
（
火
）
 

9
日
（
水
）
 

10 

日
（
木
）
 

11 

日
（
金
）
 

17 

日
（
木
）
 

18 

日
（
金
）
 

20 

日
（
日
）
 

23 

日
（
水
）
 

27 

日
（
日
）
 

29 

日
（
火
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
確
ン
タ
世
 

ェ
ー
プ
リ
ル
・
フ
ー
ル
 

会
計
年
度
始
期
 

図
書
館
記
念
日
 

清
明
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
タ
m
) 

世
界
保
健
デ
ー
 

市
場
小
学
校
入
学
式
 

上
野
小
学
校
入
学
式
 

花
ま
つ
り
 

中
学
校
入
学
式
 

婦
人
週
間
は
じ
ま
る
 

メ
ー
ト
ル
法
公
布
記
念
日
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
？
ン
タ
m
) 

土
用
 

発
明
の
日
 

逓
信
記
念
日
 

第
一
回
参
院
選
挙
（
昭
 22
 

) 

穀
雨
 

ふ
み
の
日
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
タ
m
) 

天
皇
誕
生
日
 

▼
利
害
の
為
に
生
き
方
を
変
え
て
い
る
 

と
、
利
害
に
よ
っ
て
行
き
詰
ま
る
▲
 


